





















年 人口 年 人口
1541 2，773，851
1500 ㎜ 1550 2，969，289
1600 4，066，132 1650 5，22．0613
！700 5．026β77 1750 5，739，364















































K：ent Essex Yorkshire Kent Essex Yorkshire
（17う0年一100）（1776年＝100）（1788年＝100） （1750年判00）（1776年＝100）（1788年判00）
1776 87．9 100 一 1794 87．1 85．5 88．7
1777 88．3 100．4 一 1795 74．0 83．1 83．7
1778 84．9 96．5 一 1796 71．4 85．1 96．9
1779 92．7 105．4 一 1797 82．0 　 111．3
1780 98．5 109．2 一 1798 83．2 93．3 112．9
1781 82．8 94．1 　 1799 76．5 87．2 99．3
1782 82．4 93．7 ｝ 1800 ㎜ 77．1 74．6
1783 80．7 9L7 ｝ 1801 一 73．3 79．7
1784 83．1 94．4 ㎜ 1802 ｝ 99．3 108．1
！785 87．6 99．6 ㎜ 1803 一 101．9 110．9
1786 89．7 102．0 … 1804 一 99．7 96．5
1787 87．4 99．4 … 1805 一 85．6 89．6
1788 84．9 96．5 100 1806 一 89．5 93．8
1789 80．4 91．4 948 1807 一 一 99．0
1790 78．！ 88．8 92．1 1808 一 一 92．7
1791 81．1 92．2 95．6 1809 一 一 8！．7
1792 89．6 94．5 97．9 1810 一 　 77．7





救貧支出 人ロー人当たり 小麦の価格 消費者
年 総額 人口 救貧費 （1／4トン） 物価指数
（£1000） （1000人） （旧シリング・ペニー） （旧シリング・ペニー） （1701年鴬100）
1696 400 5800 1s．5d． 43s．Od． 121
1750 690 6，000 2s．4d， 34s，1d． 95
1776 1，531 7，600 4s．Od， 39s．4d． 114
1785 2，004 8，000 5s．Od． 43s．1（i． 120
1803 4，268 9，230 9s．3d． 58sユOd． ！56
！813 6，656 10，650 12s．6d． 109s．9d． 243
1818 7β71 11，550 13s．8d。 86s．3d． 194
1832 7，037 14，164 9s．11d． 58s．8d． 132















































































1550～74 29．3 26．4 1750～74 26．2 24．7
1575～99 28．2 26■ 1775～99 259 24ユ
1600～24 28．0 26．0 1851 2694 25．77
1625～4g 27．6 26．6 1861 26．39 25．39
1650～74 28．0 26．6 1871 26．43 25．13
1675～99 27．9 26．8 188！ 26．60 25．30














































































































































































































年 人　　　口 自　然　増 純　移　出 自然増中の移出の割合（％）
1701 608，367
1751 630，491 80，589 58，465 73
1801 820，圭47 282，945 93，289 33















































































































































































































































一年 増加率 年 増加率
1801～10 ！4，王80 1871～80 14，362












1851～60 12，043 1921～30 5，450






1801～10 39．51 1861～70 36．20 1921～30 1833
1811～20 40．88 187！～80 35．47 1931～40 14．87
1821～30 38．97 1881～90 32．49 1941～50 16．93
1831～40 35．75 1891～1900 29．89　　1 1951～60 16．95
1841～50 38．85 190！～10 27．24　　　　　　　　！ 1961～70 17．51






上位中層階級 6．4 5．9 4．8 4．0 3．4 29 2．3 1．6
下位中層階級 7．3 6．6 5．6 4．7 4．1 3．5 2．8 1．9
熟練労働者 7．6 7．1 6．3 5．6 4．9 4．1 3．2 2．1
半熟練労働者 7．4 7．0 6．2 5．6 5．0 4．2 33 2．2
不熟練労働者 7．8 7．4 6．7 6．1 5．6 4．7 3．7 2．5
繊維産業労働者 7．4 6．7 5．8 5．1 44 3．6 2．7 1．8
鉱山労働者 8．2 8．3 7．8 7．2 6．6 5．6 4．2 2．8
農業労働者 7．9 7．3 6．7 6．2 5．5 生6 3．6 2．5
　出典：T．H．　C．　Stevenson，”　The　Fertility　of　Various　Social　Classes　in　England　and　Wales　from　the　Middle　of　the
　　　Nineteenth　Century　to　1911”．　loztrnal　of　the　1？oyal　Statistical　Society，　83　（1920）　p．426　Table　VI
の産児調節であった。19世紀後半の出生率低下は，上層階級と中層階級で始まったが，労働者
階級の間でも始まったと考えられる。ちなみに子を生み終えた家族の規模を1850年代と1880年
代で比較すると，父親が専門職の家族の場合には33％の減少であったが，熟練，半熟練，不熟
練の労働者の場合でも，それぞれ2！％，20％，15％と減少した。中層階級の場合，特に下位中
層階級の場合に，産児調節の動機は経済的であった。19世紀イングランドの階級社会の中で，
彼らが中層階級としての体面を保って生活するには，子沢山では困難だったのである。小家族へ
の経済的動機はは労働者階級にもあった。労働者階級の場合でも，19世紀後半の物価低落のゆ
えに実質賃金の上昇の恩恵にあずかることができたとはいえ，消費生活の多様化のゆえに，新し
い出費が必需品の中に入って，すえおかれた貨幣賃金から新たな必需品と準必需品への支出は，
家計を圧迫した。
　マルサスの予言以後100年間，イギリスの労働者階級の人ロは増え続けたが，彼の予言に反
して食料の危機による悲劇的な入口減少を経験することはなく，その消費物資は多様化し，その
意味での生活水準は上昇した。しかし生活水準が上昇する中で，これもマルサスの予言に反して
下層階級はますます人口を増加させるのではなく，人口の増加率を低下させていった。その低下
はマルサスが考えたような婚姻率の低下や結婚年齢の上昇によったのでなく，婚姻内での産児の
調節によった。しかしこれはマルサスの人口の妨げを修正し，人間の生活にはいつの時代でも，
必ず欲求に対する財の不足が存在し，それに対応する行動の型として，理性の力による人口の制
限が生じると解釈すれば，19世紀後半の豊かさの中の人口増加率の低下は，あながちマルサス
のモデルに反するものではないと言えよう（54）。
　労働者階級の窮乏化はマルクスによっても予言された。前述したとおりマルクスはそれを「窮
乏化理論」として展開はしていないが，マルクスが資本論のなかでそれを予言したことは確かで
ある。先に少し引用した部分を再度見ると「だから資本が蓄積されるにつれて，労働者の状態は，
彼の受ける支払いがどうであろうと，高かろうと安かろうと悪化せざるをえないということにな
るのである。…相対的過剰人口または産業予備軍は，資本の蓄積に対応する貧困の蓄積を必然
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的にする。だから一方の極での富の蓄積は，同時に反対の極での，すなわち自分の生産物を資本
として生産する階級の側での，貧困，労働苦，奴隷状態，無知，粗暴道徳的堕落の蓄積なので
ある」とマルクスは述べている。しかし19世紀イギリスの資本主義発展にともなって，労働者
階級全体の生活が絶対的にますます悪化したとは，けっして言えない。マルクスの予言がそれを
意味していたのであれば，その予言は当たらなかった。もっともマルクスの予言が絶対的窮乏化
を意味したのか，相対的窮乏化を意味したのか不明である。もしそれが相対的窮乏化すなわち富
の分配の不公平の拡大を意味したのであれば，ある意味ではそれは妥当した。1851年と1901年
を比較すると，一人当たり国民所得は約2．2倍となっていた。そして国民所得の労働者階級への
分配率は19世紀後半に一定であった。しかし分配率が一定でも，分配されるパイが二倍になっ
たとき，もともと比較的に多くの分配を受けていた者と少なく受けていた者の分配量の差も2倍
になるから，富める者と貧しき者の格差は倍になった。20世紀の初期の連合王国の人口は約
4，300万人，総所得は約17億1，000万ポンドで，人口のIO分の1弱の約400万人の富者が総所
得の中の48％以上の8億3，000万ポンドを取り，残りを労働者階級を主とする一般大衆が分け合っ
た㈲。マルクスが「たとえ労働者の享楽が増加しても，それがもたらす社会的満足は労働者にとっ
て及びもっかない資本家の享楽の増加に比較すれば，社会一般の発達状態と比較すれば，減少す
るわけである」と述べたことが現実に起こった岡。20世紀の初期に社会の下積みの子たちが
『楽しむのはお金持ち，苦しむのは貧乏人，いまいましいったらありゃしない』という歌を歌う
ように育ったのは無理もないことだった」と，その時期に社会の下積みの子として育ったウィリ
アム・ウッドラフは述懐しているく57）。
　生活状態の不公平は身長と死亡率に歴然と現れていた。1910年頃，オックスフォードとケン
ブリッジの学生の平均身長は，イングランドの中部と北部の工業地帯の労働者階級の青年のそれ
より8。25センチ高く，平均体重は11キログラム多かった。！911年の乳児死亡率は，上・中層階
級では1，000分の76．4であったのに，筋肉労働者では152であった（58）。イギリス経済の絶頂期
と言われるヴィクトリア時代の労働者階級の生活状態が，英国の富の増加にどの程度あずかるこ
とができたかは，この数字によって判断できるであろう。
　19世紀イギリスで大工業制とともに成立した自由市場経済の本質は競争であった。その競争
に勝つ一つの道は，より多くの資本を投入して生産に規模の経済を実現することであった。こう
して小資本家は大資本家との競争に敗れて無産階級へと没落した。また競争に勝っために，企業
はより多くの機械に投資して，雇用労働を減らすことが必要だった。マルクスが言ったとおり，
資本主義的生産様式の発展は，各産業部門に必然的に過剰労働と失業を創出すると思われる。マ
ルクスは「機械によって直接に仕事を奪われた人々，およびすでにこの仕事の口を待っていた若
者たちの全部が，ある新たな仕事の口を見いだすとしよう。人はこの仕事の口が失われた過去の
仕事の口と同じ程度に支払われるだろうと考えるであろうか。それは，経済上のすべての法則と
40 マルサスおよびマルクスの予言と19世紀英国労働者階級の人口と生活状態
表14連合王国の職種別人［＝i（単位1，000人）と比率［％］1881～1911年
1881年 1891年 1901年　　　　　1911年
全就業人口
ﾙ用主と自営業者
ﾘ肉労働者
Tラリーマン　　　1
1β40［12．185］
@990［6．556］
P2，270江8L258］
15・100［100％］116・660［100％3
@　　　　　　　　　2，000藍12．004］
　　　　　　　　　1，250藪7．503］
@　　　　　　　　　ユ3，410［80．492］
18，68 　［！00％］　　　　20，380　E100％］
Q，210　［11。830］　　　　　2，460　こ12．070〕
P，610　［　8，618］　　　　　2，040　［10．009］
P4，860　ε79．5503　　　　15，880　［77．919］
出典：Charles　Felrlstein，“New　estimates　of　average　earnings　in　the　United　Kingdom　l880～1913”，　Economic　HistorJ／
　　Revietv，　43，　p．602
矛盾するであろう。すでに見たように，近代的産業のもとでは，たえず必然的に，簡単で低級な
仕事が，複雑で高級な仕事にとって代わるのである」と述べた（f）9，）。マルクスの予測では，小資本
家の没落と労働賃金の最低水準への低下によって，資本の独占と集中が進み，社会には資本家と
労働者の二つの階級しかなくなるはずであった。彼が描いた究極の資本主義社会には，各種の専
門的な技術や知識を備えた有産の勤労者階級（working　class）が出現する余地はなかった。し
かし19世紀イギリス経済の発展は，マルクスの予想に反して，世紀末に向けて，いわゆるホワ
イト・カラーの就業人口に占める比率が増加していった。（表14）前述のようにファインスタイ
ンによれば，1880年から1913年までに生じた41％の平均稼得の上昇のうち，27．5％は同一職業
のなかで得られた増加であったが，10．6％は，より高級な職業への移動によって得られたもので
あった。19世紀以後，全就業者中に低賃金労働者が占めた比率が減少していったことは，マル
クスの予測しなかったことであった。
　しかし20世紀後期の資本主義社会は，しだいに多くのオートメーションやロボットの利用に
よって，社会全体がマルクスの言う「資本の有機的構成」をますます高度化し，生産活動に必要
な労働の多くを不要とし始めた。高度な知識や技術のない一般的な労働者に残される仕事として
は，熟練をあまり必要としない対人サービスのような，賃金が相対的に低いものが多くなろうと
している。そしてそれでさえ，一機械化される日は遠くないかもしれない。マルクスの相対的過剰
人口論は，マルクスが考えてから　150年近くたって，最も先進的な資本主義諸国において，そ
の法則が現実的な意味をもち始めようとしているのかもしれない。一般大衆の生産活動に携わる
機会が縮小した未来の資本主義社会では，自由市場の競争原理ではなく，所得の再分配の問題が，
再び重要になるであろう。
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